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凡 例 

１ 集録の範囲 

本書は、厚生労働省が実施した「令和元年度水道統計調査」を基礎として、一部をその他

資料により補完して作成したものである。 

２ 調査の対象 

 平成31年3月31日現在、認可を受けている水道用水供給事業及び水道事業、確認を受けた専

用水道並びに飲料水供給施設を調査の対象とした。 

（ただし、平成23年3月11日に発生した東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故の影響に

より、一部の水道事業等において統計値が計上できなかったものがある。） 

３ 調査対象期間 

  年間の実績値については、平成30年度（平成30年4月１日から平成31年3月31日）の実績とし

た。 

なお、＊行政区域内人口の数値、水道事業管理者及び水道技術管理者の氏名は、平成31年4

月1日現在、その他の項目については平成30年度末現在（平成31年3月31日現在）のものとした。 
＊行政区域内人口については、都道府県統計部局で取りまとめた各市町村人口を使用することに

なっているため、一部例外を除き福島県企画調整部統計課「福島県の推計人口」により作成し

た。 

４ 調査方法 

  福島県保健福祉部食品生活衛生課から各保健福祉事務所、各市町村及び各水道（用水供給）

事業者に調査を依頼し、それぞれの報告に基づき、県で精査集計した。 
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用語の定義・説明 
 
１ 水道の種類 
 
（１）水道 

導管及びその他の工作物により、水を人の飲用に適する水として供給する施設の総体（臨時

のものを除く。）をいう。 
 
（２）水道用水供給事業 

水道事業者に対して水道用水（浄水）を供給する事業。 
 
（３）上水道事業 

一般の需要に応じて水道により水を供給する事業で、計画給水人口が5,001人以上のもの。 
 
（４）簡易水道事業 

一般の需要に応じて水道により水を供給する事業で、計画給水人口が101人以上5,000人以下

のもの。 
 
（５）広域水道 

市町村の行政区域を越えた広域的見地から経営される水道。 
 
（６）専用水道 

 寄宿舎、社宅、療養所等の自家用水道（他の水道事業から供給を受ける水のみを水源とする

施設にあっては、その水道施設のうち地中又は地表に施設されている部分が①口径25mm以上の

導管の全長が1,500mを超えること、②水槽の有効容量の合計が100㎥を超えることのいずれか

に該当すること。）のうち、給水人口が101人以上、又は人の飲用等の目的に使用する１日最

大給水量が20㎥/日を超える施設。 
 
（７）飲料水供給施設 

給水人口が50人以上100人以下で自己水源を有する水道施設。 

（過疎地域など人口分布が希薄な地域では、簡易水道の布設条件が整わないこともあり、これ

らの地域における水道の普及を目的として、市町村が行う飲料水供給施設整備事業に対する国

庫補助制度がある。水道法上の用語ではなく、国庫補助上の用語として用いられる。） 

 

２ 水道普及率 
 

現在給水人口 
水道普及率（％）＝                          ×100 

行政区域内現在人口 
 

現在給水人口は、上水道・簡易水道・専用水道の給水人口の合計とし、100人以下の水道施

設の給水人口は含めない。 

なお、行政区域内現在人口は各市町村別人口で、福島県企画調整部統計課「福島県の推計人

口（平成31年4月１現在）」により作成した。 
 

現在給水人口 
（参考） 給水普及率（％）＝                     ×100 

                                         給水区域内現在人口 



３ 取水の種類 

（１）地表水 

① ダム直接････ 導水路等によりダム等から直接取水を行っている形態のもの

② ダム放流････ ダムからの放流水を河川下流で取水する形態のもの

③ 湖 水････ 天然湖等の貯水池から直接取水を行っている形態のもの 

④ 表 流 水････ 上記①～③以外の河川水の取水を行っているもの

（２）地下水 

① 伏 流 水････ 河床、湖床又はその付近の地下を流れている水を取水する形態のもの

② 浅 井 戸････ 自由水面を有し、第一不透水層上に溜まった不圧地下水を取水する形態

のもの 

③ 深 井 戸････ 第一不透水層よりも下に溜まった地下水を取水する形態のもの

（３）その他 

① 原水受水････ 他の事業から浄水処理前の水を受水するもの

② 浄水受水････ 用水供給又は分水により浄水を受水するもの

③ 湧 水････ 地下水が地上に湧き出した水を取水する形態のもの 

４ 給水実績 

（１）年間給水量･････ 水道事業者が給水区域を対象に給水した水量 

（２）有 効 水 量･････ 使用上有効と見られる水量（有収水量＋無収水量） 

（３）有 収 水 量･････ 有効水量のうち料金収入の対象となった水量 

（４）無 収 水 量･････ 有効水量のうち料金徴収の対象とならなかった水量 

（公園用水、公衆便所、消防用水、メーター不感水量等） 

（５）無 効 水 量･････ 漏水等により利用されなかった水量 

（６）比 率（他事業に対する分水がある場合は、その分水量を含む。） 

１日最大給水量 
稼 働 率（％）＝    ×100 

現 在 施 設 能 力 

１日平均給水量 
負 荷 率（％）＝    ×100 

１日最大給水量 

年 間 有 効 水 量 
有 効 率（％）＝    ×100 

年 間 給 水 量 

年 間 有 収 水 量 
有 収 率（％）＝   ×100 

年 間 給 水 量 

年 間 給 水 量 
利 用 量 率（％）＝   ×100 

年 間 取 水 量 



５ 供給単価及び給水原価 
 

給 水 収 益＊１ 
供給単価（円）     ＝ 

（１m3当たりの供給価格）      年 間 有 収 水 量 
 

経常費用＊3－（受託工事費＋材料及び不要品売却原価＋ 
附帯事業費）－長期前受金戻入 

給水原価（円）＊２     ＝ 
（１m3当たりの給水コスト）                   年 間 有 収 水 量 

 

＊１ 給水収益 ： 料金総収入 

＊２ 平成２６年度より会計制度の見直しにより算出方法が変更されている 

＊３ 営業費用、営業外費用及び特別損失の合計 

 

６ 管路 
 
（１）導 水 管･････ 取水施設（水源）から浄水場まで水を導く管 

（２）送 水 管･････ 浄水場から配水池まで水を送る管 

（３）配水本管･････ 配水池から下流へ水を配る管で、給水管への分岐がないもの 

（４）配水支管･････ 配水池から下流へ水を配る管で、給水管への分岐があるもの 

（５）基幹管路･････ 導水管、送水管及び配水本管 

（６）耐 震 管･････ 耐震型継手を有するダクタイル鋳鉄管、鋼管、水道配水用ポリエチレン管

（高密度）及びステンレス管。 

また、管路内配管（PIP、シールド内配管）は、耐震を考慮した場合は含む。 

（７）耐震型継手 

 ① ダクタイル鋳鉄管：Ｓ形、ＳⅡ形、NS形、US形、UF形、KF形、ＰⅡ形、GX形等離脱防止機

構付き継手 

 ② 鋼管：溶接継手 

 ③ 水道配水用ポリエチレン管：熱融着継手 

 ④ ステンレス管：溶接継手 

（８）耐震適合性のある管･････ 「管路の耐震化に関する検討会報告書」（厚生労働省）におい

て、耐震性能を満たすと評価された管をいう。具体的には耐震

管の他に、Ｋ型継手を有するダクタイル鋳鉄管のうち良い地盤

に布設されているもの、また、RRロング継手を有する硬質塩化

ビニル管をいう（ただし、地震の被災経験が少なく、十分に耐

震性能が検証されていない管種、継手を含んでいる。）。 

（９）耐震化率 
耐震管の延長（m） 

耐震管の割合（％）＝                    ×100 
基幹管路総延長（m） 

 

耐震適合性のある管の延長（m） 
耐震適 合率（％）＝                         ×100 

基幹管路総延長（m） 
 

（10）老 朽 管･････ 地方公営企業法施行規則の法定耐用年数（40年）を超えた管 
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普及率  Highest 5 　普及率  Lowest 5

1 檜枝岐村 100 ％ 1 川内村 13.7 ％

2 湯川村 99.8 ％ 2 小野町 49.1 ％

3 国見町 99.3 ％ 3 平田村 50.7 ％

3 新地町 99.3 ％ 4 鮫川村 54.5 ％

5 磐梯町 99.2 ％ 5 田村市 56.0 ％

創設年月　Oldest 5 管路延長  Longest 5

1 郡山市 明治４５年　４月 1 いわき市 2,195 km

2 会津坂下町 大正１３年　４月 2 郡山市 1,784 km

3 福島市 大正１４年　３月 3 福島市 1,620 km

4 会津若松市 昭和　４年　４月 4 会津若松市 810 km

5 二本松市 昭和　４年１０月 5 相馬地方広域水道企業団 683 km

年間給水量　Maximum 5 年間給水量 Minimum 5

1 いわき市 42,614 千㎥ 1 浪江町 54 千㎥

2 郡山市 38,207 千㎥ 2 南相馬市（小高） 217 千㎥

3 福島市 30,389 千㎥ 3 西会津町 428 千㎥

4 会津若松市 15,681 千㎥ 4 天栄村 504 千㎥

5 白河市 7,619 千㎥ 5 小野町 608 千㎥

１人１日最大給水量 Maximum 5 １人１日最大給水量 Minimum 5

1 浪江町 4,941 Ｌ 1 大玉村 302 Ｌ

2 南相馬市（小高） 1,086 Ｌ 2 矢吹町 325 Ｌ

3 本宮市 687 Ｌ 3 福島市 340 Ｌ

4 泉崎村 660 Ｌ 3 須賀川市 340 Ｌ

5 西会津町 628 Ｌ 3 鏡石町 340 Ｌ

※　東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故の影響で、一部統計値が計上できなかった市町村等を除く。

 水 道 い ろ い ろ

※　１人１日最大給水量に分水量は含まれない。

参 考

上水道

水道普及率



福島県の水道統計情報のホームページアドレス

　http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/21045e/suidou-toukei.html

　本書以外の水道に関する統計資料は、次のとおりです。

　福島県分　　福島県統計年鑑／人口・普及率（企画調整部統計課編）

　　　　　　　　　市町村公営企業年報／決算状況（総務部市町村財政課編）

　　　　　　　　　保健統計の概況／水道施設数・人口・普及率（保健福祉部編）

　　　　　　　　　図表で見る福島県の保健・医療・福祉／安全な水の確保（保健福祉部編）

　全国分　　　 水道統計／水道事業全般（厚生労働省医薬・生活衛生局水道課編）

　　　　　　　　　水道統計要覧／水道統計の概要（日本水道協会編）

　　　　　　　　　日本の水道／水道の概要（日本水道協会編）

　　　　　　　　　公営企業年鑑／公営簡易水道事業全般（全国簡易水道協議会編）

　　　　　　　　　国民衛生の動向／水道の概要（厚生労働統計協会編）

福島県の水道統計情報の公表方法について

　平成１６年度以降の福島県の水道統計情報は、福島県のホームページでも公表しています。

　平成１５年度以前の福島県の水道統計情報については、福島県庁内「県政情報センター」で

閲覧することができます。

　詳しくは、福島県保健福祉部食品生活衛生課までお問い合わせください。

福島県の水道（平成30年度）

令和2年5月編集

　　　　編集 ／ 福島県 保健福祉部 食品生活衛生課

　　　　　　　　　 〒９６０－８６７０　福島市杉妻町２番１６号（西庁舎４階）

　　　　　　　　　 電話０２４－５２１－７２４４（内線２７７８・２７７９・２７８０）

水道に関するその他の統計資料
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